
「第２回全麺協会員全国交流大会 in 三田」開催報告書 
― 「ファッションコンテスト」を初開催！ ― 

 

平成２９年１月３１日(火)・２月１日(水)の２

日間、兵庫県三田市において全国各地から

１７５名の全麺協会員が集まり、｢第２回 全

国交流大会｣が開催されました。その開催概

要につきまして、ご報告いたします。 

開会式とオリエンテーションの後に、全麺

協本部から新会員制度の説明と、「そば道」

の基本理念などについて紹介がありました。 

続いて、板倉敏和･地域振興部長が、自ら

の「そば」との係わりやＨＰ「北九州板倉庵」

紹介の後、「日本におけるそば切りの発祥と

各地への伝播」と題して、独自の調査・見解・検証について

の講演がありました。「そば切りの発祥」については、先に発

行された「全麺協会報３号」に、板倉部長による「そば切りは、

どこで、どのように始まったのか」の投稿が掲載されたことも

あり、参加者は関心を持って聞き入っていました。 

次の「地域活動報告」では四支部から選ばれた方々が、具

体的な「そばによる地域活性化」の取組みについて事例発表

がありました。それぞれが、情熱を持って地域と連携した活

動を行ない、成果をあげていることが報告されました。 

第１日目の最後には「海外事例発表」と題して、北海道支

部の丸山勝孝さんが、全麺協が実施した「海外研修」へ参加した時の報告や、独自で幾つかの海

外を訪問して研修と交流を深めて来た、「海外のそば事情」について発表がありました。 

日程最後の「懇親会」では、地元有志による三味線演奏やお茶の接待等をいただきながら、和気

藹々のうちに全国から参集した会員相互の懇親を深め合いました。 

第２日目は、最近の全麺協会員のそば打ち衣装は白色に集約されて、画一的で面白みに欠け

るとの声を受けて、初めての試みとしての

「そば打ちファッションコンテスト」が行われま

した。応募のあった全国の会員２４名が、思

い思いの手作りの服装や工夫を凝らしたフ

ァッショナブルな服装などを着用してそば打

ちに臨みました。自慢の衣装を着けてのそ

ば打ちの様子を見て、参加者全員の審査投

票によって上位入賞者が決定されました。 

また、ファッションコンテストで打ちあげたそ

ばは、昼食として交流会参加者全員に振る

舞われ、衣装だけでなく打ったそばも大変良

かったと高い評価をいただきました。 

開会式(理事長あいさつ) 

そば打ちファッションコンテスト 



午前中最後のプログラムとして、「おい

しさ研究」の第一人者である、龍谷大学 

伏木 亨 教授(和食文化国民会議会・会

長代行)による、「おいしさを科学する」と

題した講演がありました。 

現代日本食のルーツや和食日本料理の

変容、和食の特殊性と出汁、理想の食品

は日本食であるとの紹介や、独自の視点

から、きわめて見識の高いお話を伺うこと

ができ、今後そばの普及活動に大変参考

にすることができました。 

午後は「郷土そば打ち紹介」で、「出雲そば」と「祖谷そば」の伝統的なそば打ちを、それぞれ地

元の伝承者によって、解説を交えながら実演披露していただきました。参加者は興味深く見学する

と共に、実演者に熱心に質問している姿が見受けられました。 

参加者からのアンケートによ

れば、今回の「全国交流大会」

の評価は概ね好評でした。 

「全国交流大会」は従来に開催

していた、「そば大学」の要素を

一部取り入れた講義部分と、親

睦と交流を主体とした内容です。 

時間配分についての検討など、

改善すべき点はありましたが、

全国の会員がゆったりと交流が

できたことや、新企画の「そば道

具の展示」についても出品者の

こだわりや、そば道具に対する

思い入れ工夫が感じられて、好

評で充実した「第２回全国交流

会」にすることができました。 

最後になりましたが、開催に

あたってご尽力いただきました、

実行委員長の大野和則さんは

じめ実行委員会の皆様に、この

場をお借りして深く感謝申し上

げます。 

 

 

報 告 ： 地域活性化部会長 

芳田 時夫 郷土そば打ち紹介(祖谷そば) 

郷土そば打ち紹介(出雲そば) 

龍谷大学 伏木亨教授 



 


